
共栄児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児クラブ 乳幼児 923 乳幼児 1214

小学生 7 小学生 11

中高生 0 中高生 0

大人 824 大人 1116

自由参加型事業 乳幼児 147 乳幼児 150

小学生 1 小学生 3

中高生 6 中高生 4

大人 107 大人 157

母親クラブの育成と支援 乳幼児 51 乳幼児 166

小学生 小学生 0

中高生 中高生 0

大人 48 大人 149

乳幼児 1121 乳幼児 1530

小学生 8 小学生 14

中高生 6 中高生 4

大人 979 大人 1422

小計 115 130

・親子でさつま芋の苗を植えた。秋には芋ほり
を体験し、取れたお芋をその場で蒸かして食
べた。後日、栄養士の協力を得てさつまいも
のおやつ作りも行うなど、一連で食育と繋がる
行事が実施できた。また、恵方巻き作りを行っ
た際には、「ご飯が苦手だった子が、海苔巻き
をしてほしいと自分から要求し、以前よりたくさ
ん食べられるようになった」とお礼の言葉をも
らった。
・子育て支援センターとの行事で、市内の様々
な地域の親子が来館し、児童館のPRになっ
た。28年度も引き続き連携を図り、合同で地域
事業を実施していく予定である。

・さつま芋苗植え、芋ほり体験
・季節行事
・共栄子育て支援センター合同
　事業

③

毎月１回(夏
休みを除く）

5 12

・ハッピーママは、母親中心に活動できるよう
『やってみたい』ことを職員がサポートして行っ
た。自分で資格をとり、子育てと両立しながら
様々な分野で活躍している母親たちが、ハッ
ピーママで講師として行事を行うこともあった。
・子育て中の家族は東山団地に集中している
現状に於いて、『東山子育てサロン』が徐々に
自立し始めている段階での母親クラブ設立は
困難であった。しかしながら、『集って事を進め
るという過程』を大切に思う母親は多いと感じ
る。28年度も27年度同様に母親クラブの意義
を説明しつつ、設立に向けて取り組んでいく。

・ハッピーママ

13

86 99

・体力増進と地域との交流を目的とした「おさ
んぽクラブ」を新規で立ち上げた。窯工場見学
で粘土に触れるなど、地元ならではの細道を
健康づくり指導員に協力してもらいながら散歩
した。「普段歩くことが少なくなり、親子で歩く
きっかけを作ってくれて良い運動につながっ
た」と、どのクラブ員からも声が聞けた。
・講師を招いての「えいごであそぼう｣｢リトミッ
クド・レ・ミ」も内容が楽しく好評で、参加者の
ニーズに応え受け入れの年齢幅の２歳以上を
１歳半以上と拡げた。

・ちびっこクラブ
・にこにこクラブ
・すくすくクラブ
・キンダークラブ
・おさんぽクラブ
・リトミックド･レ・ミ
・えいごであそぼう

②

年６回程度
支援センター
事業は10月
から月1，2回

24 19

H26
年度

H27
年度

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

1

①

月2回程度

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な
活動に参加できる場を
提供し、育児について
の情報交換や仲間づく
りを進めることにより子
育てを支援する。年齢ご
との集団での親子遊
び、集団遊びを通じて、
楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりす
ることによって子育てを
支援する。

12

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

1



共栄児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

小学生クラブ 乳幼児 1 乳幼児 14

小学生 462 小学生 600

中高生 0 中高生 0

大人 53 大人 34

自由参加型事業（小学生） 乳幼児 29 乳幼児 16

小学生 619 小学生 622

中高生 18 中高生 37

大人 51 大人 10

季節事業 乳幼児 10 乳幼児 11

小学生 105 小学生 167

中高生 13 中高生 14

大人 22 大人 47

乳幼児 40 乳幼児 41

小学生 1186 小学生 1389

中高生 31 中高生 51

大人 126 大人 91

小計 152 134

・「卓球をしよう」は小学生と中学生が交流でき
るように行うと、小学生は中学生の技を見てよ
い刺激になり練習の目標にした。中学生は小
学生にやさしく教えてくれるようになり良い交
流の場となった。
・「NEWゲームをしよう」は、寄付してもらった
ボードゲームや細かいブロックで遊んだ。中で
もブロック遊びは、子ども達が工夫を凝らした
コマ作りが流行り、作品で対決するなど遊びが
広がっていった。いつもは体を動かして遊ぶこ
とが好きな小学生だが、この行事で静かに
座って遊ぶ時間も増えた。

・つくってあそぼう
・みんなであそぼう
・卓球をしよう
・NEWゲームをしよう

③

各年1，2回 20 12

・「デイキャンプ」や「クリスマス会」では、陶都
中学校から生徒が来て、行事を盛り上げた。
「クリスマス会」は、吹奏楽部が児童館のため
に『クリスマスコンサート』と題し、たくさんの曲
を披露した。途中で、小学生に楽器の紹介を
するなど趣向が凝らしてあった。小学生は「Ｃ
Ｄでしか聞いたことがない楽器で演奏された曲
を生で聴けて迫力があった」と感想を述べてい
た。

・新1年生集まれ
・母の日プレゼント作り
・デイキャンプ
・サマースクール
・精華公民館共催「段ボール工作」

・科学工作
・クリスマス会

・まめまき

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業

1

①

月１、2回
程度

目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導
し、自主性や創造性を
育て、協調性を養うとと
もに障がいのある児童
も共に遊ぶことができる
場をつくり相互理解を深
める。

14 13

44 52

・子どもスタッフは子どもたちの意見で「『地元
愛』をテーマにしたい」と活動した。地元の窯元
を１軒１軒訪ね、譲ってもらった陶器で輪投げ
を作って、児童館まつりや地域のお祭りで行っ
た。また、敬老会や介護施設の訪問など、
様々な活動が認められ、教育長賞詞を３、４年
生から活動をしてきた６年生にいただくことが
できた。
・26年度年までは女子児童限定であった「チャ
レンジキッズ」を、男子も楽しめるように、アウ
トドアや自然体験も入れ内容を工夫した。結果
半数を男子が占めるほどのクラブとなった。２
８年度も引き続き男子女子どちらも楽しめる内
容を取り入れていく。

・子どもスタッフ
・一輪車クラブ
・チャレンジキッズ

②

月2回程度 88 70
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共栄児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

多世代間交流 乳幼児 186 乳幼児 163

小学生 343 小学生 402

中高生 41 中高生 14

大人 468 大人 472

乳幼児 186 乳幼児 163

小学生 343 小学生 402

中高生 41 中高生 14

大人 468 大人 472

一般対象 乳幼児 32 乳幼児 28

小学生 331 小学生 327

中高生 13 中高生 11

大人 38 大人 26

乳幼児 32 乳幼児 28

小学生 331 小学生 327

中高生 13 中高生 11

大人 38 大人 26

小計 83 51

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大
人

）
を

対
象
と
し
た
事
業

1

①

月2，3回
訓練は
年1回

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参
加者を限定しない、日
頃、誰でもが参加できる
遊びや行事を実施し、
初めての人の来館・参
加を促すとともに、参加
者相互の交流を深め
る。

11 11 83

小計 17 18

51

・26年度は「おりがみであそぼう」を毎月実施し
カウントに入れていたが、27年度に於いては、
作りたい子が好きなときに作るというやり方に
変更し、事業としてカウントはしなかった。その
ため、回数と人数が26年度より減少している。
・きりえはカッターナイフを使うので、職員が見
守りながら行っている。徐々に複雑な作品に
なっていくので、出来上がった作品に対しての
達成感は見ているだけで伝わってくる。

・おはなしいろは
・きりえ
・不審者対応訓練
・避難訓練と煙体験

多
世
代
間
交
流
事
業

1

①

各年１回

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりな
ど誰でもが参加できる
行事を実施し、地域間
及び多世代間の交流を
深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで
取り組む。

12 14 17 18

・「ハロウィンパーティーデー」では、26年度の
参加者から「仮装したのでもう少し何軒か回り
たかった」という声があり、27年度は新たに3軒
お願いして計8軒を回るという、地域で楽しめ
るイベントとなった。
・「共栄文化祭」は、27年度から青少年まちづく
り市民会議のお手伝いとして子どもスタッフが
遊びのコーナーを担当し、活動人数のアップ
や児童館PR に繋がった。
・「もちつき体験と花餅づくり」では、26年度か
ら青少年まちづくり市民会議が主催となり行っ
ている。杵でついたものは花餅にし、体験した
子に市販の餅を配布した。、参加者の「その場
で食べたい」という声が多かったため、地域の
方に協力を得て、各自炭火で焼いて食べた。

・高田焼きまつり参加
・２０区夏祭り参加
・高田ふれあいクラブ共催事業
・２０区・２１区敬老会参加
・ハロウィンパーティーデー
・児童館まつり
・共栄文化祭参加
・もちつき体験と花餅づくり

3



共栄児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

子どもボランティア 乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 105 小学生 134

中高生 1 中高生 1

大人 6 大人 20

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 105 小学生 134

中高生 1 中高生 1

大人 6 大人 20

中高生の居場所づくり 乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 0 小学生 10

中高生 0 中高生 2

大人 0 大人 1

ボランティアの育成 乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 0 小学生 0

中高生 32 中高生 30

大人 0 大人 0

次世代育成 乳幼児 3 乳幼児 6

小学生 20 小学生 0

中高生 20 中高生 15

大人 2 大人 7

乳幼児 3 乳幼児 6

小学生 20 小学生 10

中高生 52 中高生 47

大人 2 大人 8

小計 11 10

・26年度は、中学3年生がたくさんボランティア
に来てくれた。しかし27年度も26年度と同様に
生徒1人ひとりにチラシを配布し、放送でも何
度か呼びかけてもらったにも関わらず少な
かった。そんな中で参加した中学１年生の男
子はデイキャンプのリーダーとしてグループを
まとめ上げた。小学生が頼りにし、懐いてくれ
たことがうれしかったと感想を述べていた。

・カブトムシを育てよう
・デイキャンプ
・カブトムシK-1グランプリ
・児童館まつり
・もちつき大会と花餅づくり

③

各年１回 5 3

・虐待が多い世の中になってきたことを受け止
め、乳幼児の命に触れる「パパママプレ体験」
を実施した。保健センターに協力を得て妊婦
体験や生まれた赤ちゃんと同じ大きさや重さ
の人形を抱っこした。参加した中学生は、「か
わいい」「早く赤ちゃんが欲しい」と言う子もい
た。また、妊婦体験では、器具を装着し、寝転
んだり靴下を履くなど、命を育む上での大変さ
を体で味わった。参加した乳幼児親子の母は
「とても良い体験。学校でも取り入れてほしい」
と意見が出た。28年度からも続けていきたい。

・乳幼児プール
・パパママプレ体験
・チャレンジキッズと昼食体験
・ふれあい卓球大会

中
高
生
事
業

1

①

随時

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接
する機会を持てるように
するなど、次世代の子
育て支援につなげていく
ため、地域に応じた事
業の実施及び中高生等
の居場所の確保に取り
組む。

13 13

0

小計 26 38

1

・バレンタイン大作戦を行った。陶都中学にチ
ラシ配布や放送での広報を行ってもらったが
参加者は少なかった。
・行事としてのカウントはないが、中学校に行
けず、さわらび学級へ通っている生徒の支援
を学校側と連携をとりながら26年度から引き
続き行っている。

・バレンタイン大作戦
・不登校の子の受け入れ

②

各年1回 6 6

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の

実
施

1

①

月１、2回
程度

目標回数：12回程度

児童館内でボランティア活
動の場を設定し、地域の
子どもたちが、それぞれの
地域で活動できるよう人材
育成を進める。

13 13 26 38

・学校では消極的な子でも、児童館では「やっ
てみたい、できるかもしれない」という素直な気
持ちを受け止めて、絵が得意な子に看板やチ
ラシを作ってもらうなど、様々な活動をお願い
した。積極的なボランティア精神の行動を学校
側にも伝え、子ども達の自信に繋げた。

4



共栄児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

相談 乳幼児 24 乳幼児 32

小学生 1 小学生 0

中高生 中高生 0

大人 30 大人 30

乳幼児 24 乳幼児 32

小学生 1 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 30 大人 30

小計 25 27

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て

ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
推
進

1

①

随時

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や関
係機関への相談窓口とし
て相談を受ける。インター
ネットによる相談受付や専
門員による相談の場を設
定する。母子保健推進員・
主任児童委員・保健セン
ター・子育て支援センター
との連携を図る。

13 12 25 27

・来館した母親の中には、職員と話している中
で心を開いて、「相談ですが・・・」と悩みを打ち
明けられる方や「相談を聞いてもらい、本当に
心の救いになった。」と感謝される方もいる。母
親との信頼関係は非常に重要で、来館された
一人一人に笑顔で声かけをするなどの柔らか
いコミュニケーションを常時とった。
・小中学生の気になる子（不登校、支援が必
要など）は親、学校、主任児童委員、市のス
クールカウンセラーと情報交換し、見守りを
行った。

5



共栄児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

地域交流 乳幼児 91 乳幼児 276

小学生 206 小学生 359

中高生 0 中高生 1

大人 103 大人 285

児童館相互の交流 乳幼児 138 乳幼児 160

小学生 367 小学生 355

中高生 7 中高生 1

大人 281 大人 285

イクメン支援事業 乳幼児 57 乳幼児 72

小学生 44 小学生 52

中高生 9 中高生 11

大人 90 大人 126

乳幼児 286 乳幼児 508

小学生 617 小学生 766

中高生 16 中高生 13

大人 474 大人 696

小計 45 48

・一輪車クラブの交流会、子どもスタッフの交
流会を通し、「他の地域の友達が出来た」とい
う子ども達のアンケートが多かった。今後のお
互いの地域活動の刺激にもなるので、引き続
き28年度も実施していく。

・体力チャレンジ番付
・一輪車交流会
・子どもスタッフまつり
・お話おばさん講演会
・たのしいクリスマス会

③

各年１回 4 5

・新規事業として、幼虫から育てたカブトムシを
木登りなどで対戦させる、K-1グランプリを夏
休みに開催した。勝ち負けに一喜一憂する子
ども達を、励ましたり慰めたりする父親と子ど
もの心の交流が見て取れた。「家では、観察
ケースの中にいるカブトムシしか見たことがな
いけど、昆虫同士戦う姿や木に登る姿が見ら
れて楽しかった」と参加者の声が聞けた。

・３館合同
　ファミリーデーキャンプ
・消防署見学
・カブトムシの幼虫を育てよう
・カブトムシｋ－１グランプリ
・レッツ！フットサル

地
域
の
特
性
と
活
か
し
た
事
業

1

①

東山
月2回
若葉台
年3回

各年1回

目標回数：12回程度

児童館児童センターが
所在している地域の特
性を活かした事業を実
施すること。

12 13

16 28

・東山団地への小学生対象の移動児童館を
積極的に行った。４月当初はコミュニティーセ
ンター内での活動であったが、団地内の公園
へ赴き、外遊びでドッチボールや大縄とびを行
うようになると参加人数も増えていった。団地
から子どもだけで出てはいけないと親から言
われている小学生もいるため、児童館を知っ
てもらうよい機会となっている。
・「父の日のプレゼント」として高田工業組合の
協力で、高田焼きとっくりの絵付けを体験し
た。オリジナルのとっくりを地域の作品展に出
品してPRもできた。
・地域の老人施設二箇所へ訪問した。手を取
り合った遊び歌を行い「おじいさんの手は柔ら
かくて気持ちよかった」「涙を流して喜んでくれ
てうれしかった｣子ども達は色々と感じ取って
いた。

・移動児童館(東山・若葉台）
・父の日のプレゼントづくり
・焼き芋大会
・福祉施設訪問

②

体力チャレンジ
月1，2回
各年1回

25 15
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共栄児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

自主事業 乳幼児 162 乳幼児 22

小学生 80 小学生 109

中高生 6 中高生 5

大人 212 大人 53

乳幼児 162 乳幼児 22

小学生 80 小学生 109

中高生 6 中高生 5

大人 212 大人 53

・障害者福祉センター共催で、車椅子と福祉車
両の乗車体験を行った。車椅子に乗って自分
で進めてみたり乗る人の補助をした。実際に
車椅子に乗ったまま福祉車両に乗車した小学
生は、「町で走っている福祉車両は良く見かけ
るが、実際にこのように乗っているんだと初め
てわかった。体の不自由な方は大変だ」「参加
してためになった」という感想を述べた。
・支援児遊びの広場は、運動遊びを行った。来
館していた児童も進んで手伝ってくれて良いふ
れあいになった。このふれあいが情緒を育て
る大切な取り組みとして大切にし、28年度も引
き続き実施していく。

・マッジクショー
・身障者センター共催福祉体験
・支援児あそびの広場

小計 6 4

自
主
事
業

（
あ
れ
ば
記
入
し
て
く
だ
さ
い

）

2

①

各年１回 13 12 6 4
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